
　

東
京
都
計
量
検
定
所
で

は
、「
夏
の
イ
ベ
ン
ト
」
と
し

て
、
都
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た

「
親
子
は
か
り
教
室
」（
施
設

見
学
と
棒
は
か
り
の
工
作
）

お
よ
び
「
計
量
展
示
室
の
特

別
展
示
」
を
実
施
し
、
計
量

制
度
の
普
及
に
取
り
組
ん

だ
。 

　

親
子
は
か
り
教
室

（1）
　

8
月
7
日　

か
ら
9
日　

（火）

（木）

の
3
日
間
、
計
量
検
定
所
に

て
開
催
し
、
延
べ　

組
1
0

47

2
名
（
う
ち
児
童　

名
）
が

55

参
加
し
た
。

　

施
設
見
学
で
は
、
環
境
計

量
器
検
査
室
・
質
量
計
検
定

室
・
体
積
基
準
器
検
査
室
・

計
量
展
示
室
の
4
カ
所
を
見

学
し
た
。

　

各
施
設
で
は
、
騒
音
計
を

使
っ
て
の
「
大
声
コ
ン
テ
ス

ト
」、電
子
天
び
ん
を
用
い
た

「
お
金
の
計
量
体
験
」、燃
料

油
メ
ー
タ
ー
実
習
機
を
使
っ

た
「
目
指
せ
！
給
油
マ
ス

タ
ー
」
や
ク
イ
ズ
、
展
示
品

か
ら
写
真
と
同
じ
計
量

器
を
見
つ
け
る
「
は
か
り

探
し
ゲ
ー
ム
」
や
「
計
量

感
覚
ゲ
ー
ム
」
で
計
量
体

験
を
し
て
も
ら
っ
た
。

　

棒
は
か
り
の
工
作
で

は
、
0
ｇ
や
1
0
0
g
の

基
準
を
決
め
る
際
に
は

慎
重
な
調
整
が
必
要
な

事
な
ど
、
作
業
に
よ
っ
て

は
低
学
年
の
児
童
に

と
っ
て
は
難
し
い
部
分
も

あ
っ
た
が
、
説
明
に
沿
っ
て

保
護
者
と
職
員
が
サ
ポ
ー
ト

す
る
事
で
、
最
終
的
に
全
員

が
楽
し
み
な
が
ら
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

完
成
し
た
棒
は
か
り

を
使
っ
て
、
身
の
回
り
の

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
計

量
し
、
計
量
値
が
正
確
か

確
認
を
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
体
験
し
な
が
ら
学
ん

だ
の
で
楽
し
か
っ
た
し
、

よ
く
わ
か
っ
た
」「
計
量

検
定
所
っ
て
こ
ん
な
大
事
な

こ
と
を
し
て
い
る
な
ん
て

ビ
ッ
ク
リ
し
た
」「
工
作
し
た

棒
は
か
り
が
想
像
以
上
の
精

度
で
驚
い
た
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

計
量
展
示
室
の
特
別
展
示

（2）
　

8
月
1
日
か
ら　

日
ま
で

31

の
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

延
べ　

日
間
、
検
定
所
内
の

22

計
量
展
示
室
に
て
特
別
展
示

を
実
施
し
た
。

　

今
年
は
江
戸
が
東
京
に
改

称
さ
れ
て
1
5
0
年
の
た

め
、
そ
れ
に
ち
な
ん
だ
展
示

を
お
こ
な
っ
た
。

　

公
開
期
間
中
は
年
配
の

方
、
家
族
連
れ
、
学
生
な
ど

幅
広
い
世
代
の
方
々
に
来
場

し
て
も
ら
い
、「
子
供
の
こ
ろ

に
使
っ
て
い
た
計
量
器
が

あ
っ
て
懐
か
し
か
っ
た
」「
カ

ラ
ッ
ト
の
起
源
が
豆
の
重
さ

な
ん
て
ビ
ッ
ク
リ
。」な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

都
計
協
計
量
管
理
研
究
部

会
で
は
、　

月
計
量
管
理
強

11

調
月
間
に
向
け
て
部
会
メ
ン

バ
ー
事
業
所
か
ら
標
語
を
募

集
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
ど
各

賞
が
確
定
し
た
。

　

本
年
度

は
応
募
総

数　

点
の

55
中
か
ら
3

回
の
選
考

会
を
経
て

次
の
5
作

品
が
選
ば
れ
た
。

■
最
優
秀
作
品
（
2
点
）

「
正
し
く
計
っ
て　

広
が
る

信
頼　

み
ん
な
で
進
め
る　

計
量
管
理
」（
森
永
乳
業
大
和

工
場
充
填
西
川
可
奈
子
さ
ん

作
）

「
正
確
に　

計
る
責
任　

忘

れ
な
い
」（
寺
岡
精
工
東
京
営

業
所
新
知
範
さ
ん
作
）

■
佳
作
作
品
（
3
点
）

「
小
さ
な
目
盛
り
で　

大
き

な
保
証　

あ
な
た
が
主
役
の

計
量
管
理
」（
森
永
乳
業
東
京

多
摩
工
場
飲
料
新
毛
隆
之
さ

ん
作
）

「
信
頼
と
安
心
届
け
る　

正

し
い
計
量
」（
中
外
製
薬
工
業

浮
間
工
場
製
造
第
2
グ
ル
ー

プ
松
本
博
美
さ
ん
作
）

「
品
質
と
信
頼
を
生
み
出
す

計
量
管
理　

未
来
に
繋
が
る

第
一
歩
」（
中
外
製
薬
工
業
浮

【
会
場
】
同
ホ
テ
ル
2
階
、

芙
蓉
の
間

【
時
間
】　

時　

分
～　

時

15

30

16

　

分
45【

内
容
】

1
、 
開
会

2
、 
会
長
あ
い
さ
つ

3
、 
東
京
都
計
量
検
定
所
長

あ
い
さ
つ

4
、 
東
京
都
生
活
文
化
局
長

感
謝
状
伝
達

5
、 
東
京
都
計
量
協
会
会
長

表
彰

6
、 
受
賞
者
謝
辞

7
、 
東
京
都
計
量
管
理
研
究

会
「
計
量
強
調
月
間
標
語
」

作
品
表
彰

2
、懇
親
会

【
会
場
】
同
ホ
テ
ル
3
階
、

瑠
璃
東
の
間

【
時
間
】　

時
開
場
予
定

17

　

東
京
都
計
量
協
会　

月
、

11

計
量
強
調
月
間
の
行
事
と
し

て
、
恒
例
の

計
量
記
念
日

の
集
い
を
左

記
に
よ
り
開

催
す
る
。

概
要

【
日
時
】
2

0
1
8
（
平

成　

）
年　

30

11

月
9
日　

、
（金）

　

時　

分
か

15

30

ら
（
受
付
開

始　

時
）

15
【
会
場
】
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン

ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
（
新
宿
区
市

谷
本
村
町
4－

1
、
電
話
0

3－

3
2
6
8－

0
1
1

6
）1

、記
念
式
典

　

東
京
都
計
量
検
定
所
で
は

　

月
を
計
量
管
理
強
調
月
間

11

と
し
て
い
る
。

　

計
量
管
理
強
調
運
動

（1）
　

都
内
の
適
正
計
量
管
理
事

業
所
お
よ
び
大
規
模
小
売
店

の
計
量
管
理
担
当
部
署
等
に

対
し
、
適
正
な
計
量
管
理
へ

の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
実

施
す
る
よ
う
依
頼
す
る
。
後

日
、
取
り
組
み
事
業
者
に
は

実
施
結
果
の
報
告
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　

正
量
取
引
強
調
運
動

（2）

　

都
内
の
各
区
市
町
村
商
店

街
連
合
会
等
に
、
正
量
取
引

強
調
運
動
へ
の
参
加
を
依
頼

し
、
適
正
な
計
量
販
売
の
推

進
を
図
る
。

（第三種郵便物認可） 2018年（平成30年）10月28日（日）（4）第 3214号

計
量
記
念
日
の
集
い
開
催

　

月
9
日　

、ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で

11

（金）

都計協

計
量
管
理
強
調
月
間
標
語
の
発
表

最
優
秀
作
品
は
標
語
短
冊
に

棒はかり工作

大声コンテスト

計量展示室

計
量
管
理
強
調
月

間
の
事
業
に
つ
い
て

夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

親
子
は
か
り
教
室
、計
量

展
示
室
の
特
別
展
示

No.263計
量
記
念
日
事
業
の
お
知
ら
せ

都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
と
計
量
展
示
室
特
別
展
示

都検定所
◇
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば

【
メ
イ
ン
テ
ー
マ
】
く
ら
し

と
計
量

【
サ
ブ
テ
ー
マ
】
東
京
1
5

0
年　

未
来
へ
つ
な
ご
う
！

東
京
の
正
し
い
計
量

【
開
催
日
時
】　

月
1
日　

、

11

（木）

　

時　

分
～　

時
ま
で

10

30

16

【
場
所
】
新
宿
駅
西
口
地
下

「
新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン

ト
コ
ー
ナ
ー
」
A
1
・
B
1

【
開
催
概
要
】
計
量
記
念
日

（　

月
１
日
）
に
、「
く
ら
し

11
と
計
量
」
を
テ
ー
マ
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
展
示
や
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
等
を
通
し
、
都
民
の

方
々
と
楽
し
み
な
が
ら
計
量

制
度
の
普
及
啓
発
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
以
下
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
実
施
す
る
。
加

え
て
今
年
は
、
江
戸
か
ら
東

京
に
改
称
さ
れ
て
1
5
0
年

の
節
目
の
年
な
の
で
、
こ
れ

に
ち
な
ん
だ
展
示
も
実
施
す

る
。

　

「
計
量
体
験
」
1
0
0
g

（1）に
挑
戦
、
は
か
り
・
寒
暖
計

を
作
ろ
う
。

　
「
計
量
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

（2）計
量
マ
ジ
ッ
ク
、 
箏 
・
マ
リ

こ
と

ン
バ
演
奏
（
ヘ
ブ
ン
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
）。

　
「
健
康
と
計
量
」
血
圧
計
、

（3）体
組
成
計
な
ど
に
よ
る
各
種

測
定
。

　

「
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
と

（4）計
量
」
水
道
・
ガ
ス
・
電
気

に
関
す
る
計
量
器
・
パ
ネ
ル

展
示
。

　

「
環
境
と
計
量
」
環
境
測

（5）定
器
の
展
示
や
ク
イ
ズ
な

ど
。

　

「
食
品
と
計
量
」
食
品
の

（6）糖
度
な
ど
の
測
定
、
カ
ロ

リ
ー
測
定
機
能
付
き
計
量
器

の
紹
介
。

　
「
計
量
相
談
」
計
量
相
談
・

（7）資
料
の
展
示
。

【
主
催
】
都
民
計
量
の
ひ
ろ

ば
実
行
委
員
会

【
構
成
団
体
】（　

音
順
）

50

イ
シ
ダ
、
計
量
器
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
、
タ
ニ
タ
、
寺

岡
精
工
、
東
京
科
学
機
器
協

会
、
東
京
都
環
境
計
量
協
議

会
、
東
京
計
量
士
会
、
東
京

都
計
量
証
明
事
業
協
会
、
東

京
都
水
道
局
、
日
本
海
事
検

定
協
会
、
日
本
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
工
業
会
関
東
支
部
、
日

本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合
、

日
本
計
量
振
興

協
会
、日
本
穀
物

検
定
協
会
関
東

支
部
、日
本
電
気

計
器
検
定
所
、松

屋
、東
京
都
計
量

協
会
、東
京
都
計

量
検
定
所（
以
上

　

団
体
）

18◇
計
量
展
示
室

特
別
展
示

【
概
要
】東
京
都

計
量
検
定
所
の

計
量
展
示
室
で
は
、
常
設
展

示
に
加
え
て
東
京
1
5
0
年

に
ち
な
ん
だ
展
示
を
お
こ
な

う
。

〈
展
示
予
定
〉

　

特
別
展
示
で
は
、
計
量
に

お
け
る
東
京
1
5
0
年
を

テ
ー
マ
に
近
代
の
計
量
制
度

変
遷
の
パ
ネ
ル
や
江
戸
時
代

以
降
の
さ
ま
ざ
ま
な
計
量
器

を
展
示
す
る
。

　

常
設
展
示
で
は
、
キ
ロ
グ

ラ
ム
お
よ
び
メ
ー
ト
ル
原
器

の
複
製
品
に
よ
る
計
量
単
位

に
関
す
る
詳
し
い
説
明
を
は

じ
め
、
計
量
感
覚
ゲ
ー
ム
な

ど
計
量
が
体
験
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
等
を
設
け
て
い
る
。

【
公
開
日
時
】　

月
1
日　

11

（木）

～　

月　

日　

、　

時
～　

11

30

（金）

10

16

時
ま
で
（
土
日
・
休
日
を
除

く
）

【
場
所
】
東
京
都
江
東
区
新

砂
3－

3－

　

、東
京
都
計

41

量
検
定
所
2
階

【
連
絡
先
】
管
理
指
導
課
企

画
調
整
担
当
0
3－

5
6

1
7－

6
6
4
3

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

会場案内図

間
工
場
製
造
第
1
グ
ル
ー
プ

栗
原
健
さ
ん
作
）

　

最
優
秀
作
品
2
点
は
、
標

語
短
冊
と
し
て
印
刷
さ
れ
、

都
計
協
の
会
員
事
業
所
に
配

布
さ
れ
て
い
る
。

http://www.tokeikyo.or.jphttp://www.tokeikyo.or.jp//



日
本
硝
子
計
量
器
工

業
協
同
組
合

8
月
▽　

日　

＝
関
東
ブ

17

（金）

ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
出
席
。

9
月 
▽
6
日　

＝
理
事
会

（木）

開
催
。
7
月
理
事
会
議
事
録

の
確
認
、
月
次
会
計
報
告
、

都
計
協
会
長
表
彰
に
つ
い

て
、
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
に

つ
い
て
。
▽
7
日　

＝
都
計

（金）

協
、
運
営
員
会
出
席
。

（
⑧
面
へ
つ
づ
く
）

適
合
性
評
価
と
標
準

化　
（１）

　

前
回
は
、
L
E
D
電
球
の

省
エ
ネ
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
を

紹
介
し
た
が
、
そ
こ
で
L
E

D
電
球
の
省
エ
ネ
特
性
を
決

定
す
る
試
験
方
法
と
し
て
J

I
S
（
日
本
工
業
規
格
、
た

だ
し
下
記
で
も
述
べ
る
よ
う

に
そ
の
う
ち
に
名
称
が
変
わ

る
。）が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
た
。
適
合
性
評
価
と

標
準
は
車
の
両
輪
と
い
わ

れ
、
密
接
に
関
連
し
て
い
る

の
で
、
こ
の
連
載
で
は
こ
れ

か
ら
2
、
3
回
を
か
け
て
適

合
性
と
標
準
化
が
ど
の
よ
う

に
関
連
す
る
か
を
述
べ
て
い

く
こ
と
に
す
る
。
今
回
は
適

合
性
評
価
の
立
場
か
ら
標
準

化
の
意
義
な
ど
を
中
心
に
簡

単
に
紹
介
し
た
い
。
ま
た
、

規
格
と
標
準
は
こ
の
連
載
で

は
特
に
区
別
し
な
い
。
ま
た

標
準
化
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ

る
取
り
決
め
の
こ
と
を
「
規

格
（
標
準
）」
と
呼
ぶ
。

　

と
こ
ろ
で
わ
き
道
に
そ
れ

る
が
、
J
I
S
と
い
え
ば
、

Jap
an
ese
In
d
u
strial

S
ta
n
d
a
rd

の
略
と
し
て

日
本
工
業
規
格
と
し
て
知
ら

れ
て
き
た
が
、2
0
1
8（
平

成　

）
年
第
1
9
6
回
通
常

30
国
会
に
お
い
て
、
工
業
標
準

化
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、供
産

業
標
準
化
法
僑
と
な
り
、
規

格
の
日
本
語
名
称
も
日
本
産

業
規
格
（
J
I
S
）
と
な
る
。

こ
の
名
称
変
更
に
絡
ん
だ
重

要
な
変
更
点
と
し
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
が
J
I
S
の
対
象

と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

本
題
に
戻
っ
て
、
こ
の
連

載
の
主
題

で
あ
る
適

合
性
評
価

を
示
す
図

1
で
標
準

化
の
意
義

を
説
明
す

る
。
購
入
側

は
購
入
品

の
品
質
が

継
続
的
に

満
足
し
た

も
の
で
あ

る
こ
と
を

確
実
に
し

よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
の
購
入
基
準
を
持
ち
、

製
品
な
ど
の
基
準
へ
の
適
合

性
を
評
価
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
こ
の
図
に
あ
る
よ

う
に
、
供
給
者
も
購
入
側
も

複
数
で
あ
る
場
合
を
考
え
る

と
、
購
入
基
準
は
購
入
側
毎

に
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

も
し
も
購
入
基
準
の
う
ち
、

試
験
方
法
が
納
入
先
毎
に
バ

ラ
バ
ラ
だ
っ
た
ら
、
供
給
者

は
納
入
先
毎
に
試
験
方
法
を

変
え
ね
ば
な
ら
ず
、
試
験
設

備
、
試
薬
、
試
験
方
法
な
ど

の
管
理
が
大
変
だ
ろ
う
。
こ

こ
で
、
関
係
者
間
で
「
試
験

方
法
の
標
準
化
」が
な
さ
れ
、

購
入
側
が
揃
っ
て
そ
れ
を
採

用
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
供

給
者
に
と
っ
て
試
験
の
効
率

も
上
が
る
だ
ろ
う
。
そ
の
結

果
試
験
コ
ス
ト
の
低
減
を
通

し
て
購
入
側
に
も
メ
リ
ッ
ト

が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
ポ
ン
チ
絵
で
示
し

た
衣
料
品
の
例
で
は
現
実
的

で
は
な
い
が
、
供
給
品
が
工

業
部
品
で
あ
っ
て
、
対
応
す

る
標
準
が
あ
り
、
そ
こ
に
該

当
す
る
工
業
部
品
の
合
格
基

準
な
ど
が
詳
し
く
書
い
て
あ

る
場
合
な
ら
、
購
入
者
は
そ

の
標
準
を
そ
っ
く
り
購
入
基

準
に
取
り
込
め
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
購
入

す
る
側
か
ら
す
れ
ば
、
一
定

の
水
準
が
保
証
さ
れ
、
互
換

性
を
確
保
で
き
、
調
達
先
の

選
択
肢
が
広
が
る
こ
と
に
よ

り
購
入
コ
ス
ト
を
下
げ
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、

製
品
（
部
品
）
を
納
入
す
る

立
場
と
し
て
も
、
そ
の
標
準

に
合
い
さ
え
す
れ
ば
必
ず
購

入
し
て
く
れ
る
購
入
先
が
あ

る
の
で
あ
れ
ば
、
在
庫
リ
ス

ク
を
減
ら
せ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

ま
た
、
個
々
の
製
品
の
合

格
・
不
合
格
に
加
え
て
、「
工

場
の
管
理
基
準
」
と
い
っ
た

購
入
基
準
に
対
す
る
適
合
性

の
評
価
と
し
て
、
供
給
側
の

製
造
管
理
体
制
が
継
続
的
に

満
足
で
き
る
製
品
を
供
給
で

き
る
も
の
か
を
購
入
側
（
第

二
者
）
と
し
て
監
査
す
る
こ

と
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の

場
合
n
の
供
給
者
と
m
の
購

入
者
が
存
在
す
れ
ば
、
第
二

者
監
査
が
n
×
m
回
継
続
的

に
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

双
方
の
負
担
は
大
変
な
も
の

で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
監
査
内

容
に
は
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
も

あ
る
だ
ろ
う
か
ら
無
駄
も
発

生
す
る
に
違
い
な
い
。
こ
の

解
決
策
の
一
例
に
関
し
て

は
、
こ
の
連
載
の
中
で
改
め

て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

　

こ
こ
ま
で
で
既
に
標
準
化

の
意
義
に
踏
み
込
ん
で
い

る
。
今
回
は
標
準
に
関
し
て

は
初
回
で
も
あ
る
の
で
、
そ

の
メ
リ
ッ
ト
と
内
容
に
よ
る

標
準
の
分
類
を
ま
ず
は
し
て

お
き
た
い
。

　

そ
も
そ
も
、
標
準
の
定
義

は
J
S
A（
日
本
規
格
協
会
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と

『
自
由
に
放
置
す
れ
ば
、
多

様
化
、
複
雑
化
、
無
秩
序
化

し
て
し
ま
う
よ
う
な「
も
の
」

や
「
事
柄
」
を
少
数
化
、
単

純
化
、
秩
序
化
す
る
こ
と
。』

と
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
単
に
小
数
化
単
純
化

と
い
っ
て
も
、日
本
工
業（
産

業
）
規
格
（
J
I
S
）
や
国

際
規
格
（
I
S
O
、
I
E
C
）

と
い
っ
た
規
格
の
標
準
化
の

過
程
で
は
、
顧
客
の
代
表
、

売
り
手
の
企
業
関
係
者
、
学

識
経
験
者
な
ど
の
知
識
が
結

集
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
よ
う

な
公
的
（
デ
ジ
ュ
ー
ル
と
も

呼
ば
れ
る
）
規
格
を
た
と
え

ば
購
入
基
準
に
採
用
す
れ

ば
、
利
害
関
係
者
の
理
解
も

容
易
に
得
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。

　

標
準
あ
る
い
は

標
準
化
に
関
し
て

は
、J
I
S
C（
日

本
工
業
標
準
調
査

会
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
あ
る
い
は

J
S
A
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
充

実
し
た
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き

る
。
図
2
が
標
準

化
の
メ
リ
ッ
ト
と

適
合
性
評
価
活
動

の
例
を
与
え
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
合
性
評

価
活
動
の
規
格
と
リ
ン
ク
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
多
数
の
標
準
化

の
メ
リ
ッ
ト
の
う
ち
で
も
互

換
性
の
確
保
と
そ
れ
に
と
も

な
う
利
便
性
の
向
上
は
、
乾

電
池
な
ど
の
標
準
化
の
成
功

と
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
の
国
際

的
な
標
準
化
の
失
敗
を
考
え

れ
ば
明
確
で
あ
ろ
う
。ま
た
、

信
頼
性
の
あ
る
試
験
方
法
を

採
用
し
た
い
と
き
に
多
方
面

の
知
見
が
結
集
さ
れ
標
準
化

さ
れ
た
試
験
方
法
を
利
用
す

れ
ば
、
そ
の
試
験
結
果
の
説

得
力
が
増
す
で
あ
ろ
う
。
こ

の
場
合
標
準
化
は
技
術
普
及

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

画
臥
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る
。

　

標
準
は
い
ろ
い
ろ
な
観
点

か
ら
の
分
類
が
お
こ
な
え
る

が
、
ま
ず
は
今
ま
で
い
く
つ

か
取
り
上
げ
た
マ
ー
ク
制
度

と
の
関
連
で
、
内
容
に
よ
る

規
格
の
分
類
を
図
3
に
示
し

た
。

　

下
位
に
行
く
ほ
ど
よ
り
基

本
的
な
規
格
で
あ
り
、
今
ま

で
述
べ
た
マ
ー
ク
制
度
と
の

関
連
で
い
え
ば
、
L
E
D
電

球
の
省
エ
ネ
ラ
ベ
リ
ン
グ
制

度
で
は
、
J
I
S
の
試
験
方

法
や
製
品
の
口
金
な
ど
は
J

I
S
規
格
を
引
用
し
て
い
る

が
、
省
エ
ネ
効
率
な
ど
は
別

途
マ
ー
ク
オ
ー
ナ
ー
が
決
定

し
て
い
た
。

　

製
品
規
格
を
そ
の
ま
ま
利

用
す
る
マ
ー
ク
制
度
も
も
ち

ろ
ん
存
在
す
る
。
特
に
J
I

S
に
関
し
て
は
「
J
I
S

マ
ー
ク
制
度
」と
い
う
法（
前

述
の
日
本
工
業
標
準
化
法
）

に
基
づ
い
た
製
品
認
証
制
度

が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

重
要
な
制
度
な
の
で
次
回
改

め
て
紹
介
す
る
。

　

今
ま
で
適
合
性
評
価
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
例
を
挙
げ

て
き
た
が
、
改
め
て
そ
の
定

義
に
戻
る
と
「
製
品
、
プ
ロ

セ
ス
、
シ
ス
テ
ム
、
要
員
又

は
機
関
に
関
す
る
規
定
要
求

事
項
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ

と
の
実
証
」と
な
っ
て
い
る
。

規
格
（
標
準
）
と
は
規
定
要

求
事
項
が
文
書
化
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
両
者
の

密
接
な
関
係
が
こ
こ
か
ら
も

見
て
取
れ
る
。さ
ら
に
近
年
、

標
準
化
お
よ
び
適
合
性
評
価

を
応
用
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に

対
し
て
、
社
会
的
な
課
題
の

解
決
、
新
産
業
・
新
市
場
の

創
造
、
企
業
の
経
営
戦
略

ツ
ー
ル
な
ど
と
し
て
の
役
割

が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
次

回
は
品
質
を
保
証
す
る
標
準

化
と
適
合
性
評
価
に
焦
点
を

当
て
る
こ
と
に
す
る
。

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価
（8）

長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

奈
良
広

奈
良
広
一一

図1　衣料品の複数の供給者と複数の購入者

図2　標準化の役割とさまざまな適合性評価活動

図3　内容による規格の分類と適合性評価からの利用

　

東
京
都
計
量
協
会
は
、　
11

月
1
日
の
計
量
記
念
日
の
周

知
の
た
め
に
、「　

月
1
日
は

11

計
量
記
念
日
」
の
ス
ケ
ー
ル

バ
ン
ド
（
反
射
式
）
を
作
成

し
、
下
記
の
よ
う
に
配
布
を

お
こ
な
う
。

■
計
量
記
念
日
と
は

　

通
商
産
業
省
（
現
在
の
経

済
産
業
省
）が
1
9
5
2（
昭

和　

）
年
に
制
定
。
1
9
9

27
3
（
平
成
5
）
年
の
新
計
量

法
の
施
行
に
と
も
な
い
、
そ

れ
ま
で
の
6
月
7
日
か
ら　
11

月
1
日
に
変
更
さ
れ
た
。

　

計
量
思
想
の
向
上
・
普
及

に
関
す
る
行
事
お
よ
び
計
量

関
係
者
の
表
彰
が
お
こ
な
わ

れ
る
。

■
配
布
目
的

　
「　

月
1
日
は
計
量
記
念

11
日
」
を
告
知
す
る
こ
と
に
よ

り
、
計
量
へ
の
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
。

■
配
布
予
定

　

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
1

（1）

丁
目
2
、
千
鳥
ヶ
淵
公
園
入

口
に
て
、　

月　

日　

時　

10

26

17

30

分
～　

時　

分
（
雨
天
の
場

18

30

合
は　

月　

日
同
時
刻
に
変

10

31

更
）

　

新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン

（2）ト
コ
ー
ナ
ー
に
て
開
催
さ
れ

る
「
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
」

に
て
、
体
重
、
血
圧
、
骨
強

度
の
測
定
を
お
こ
な
っ
て
い

た
だ
い
た
人
々
に
配
布
。

開
催
日
時
：　

月
1
日
、　

11

10

時　

分
～　

時

30

16

　

配
布
す
る
ス
ケ
ー
ル
バ
ン

（3）ド
の
イ
メ
ー
ジ
図
（
左
図
）

部
会
・
団
体

だ
よ
り

配布するスケール
バンドのイメージ

「　

月
1
日
は
計
量
記
念
日
」

11ス
ケ
ー
ル
バ
ン
ド
を
配
布
し
ま
す

都計協

注
目
企
業
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
や
、
展
示
会
情
報
が
わ
か
る

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新

日
本
計
量
新
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報



も
の
が
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、

番
組
で
は
当
時
の
映
画
、
記

録
、
証
言
を
総
動
員
し
た
こ

と
と
思
う
。

　

先
日
、　

年
以
上
前
に
向

40

か
い
に
住
ん
で
い
た
幼
馴
染

と
再
会
し
て
地
元
話
に
花
が

咲
い
た
際
、
隣
宅
の
壁
の
色

は
何
色
だ
っ
た
か
と
い
う
話

に
な
り
、
自
信
を
持
っ
て
濃

青
色
だ
と
い
っ
た
ら
、「
そ
ん

な
は
ず
は
な
い
」と
い
わ
れ
、

後
に
濃
茶
色
の
壁
の
カ
ラ
ー

写
真
を
見
せ
ら
れ
て
自
説
撤

回
と
な
っ
た
が
、
毎
日
見
て

い
た
は
ず
の
モ
ノ
で
も
こ
う

も
間
違
え
る
の
か
と
思
う

と
、
記
憶
と
は
本
当
に
あ
て

に
な
ら
な
い
こ
と
を
再
認
識

し
た
次
第
で
あ
る
。

　

今
の
若
い
世
代
は
フ
ィ
ル

ム
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
い

う
人
も
多
い
よ
う
で
あ
る

が
、
か
つ
て
は
フ
ィ
ル
ム
に

よ
る
写
真
の
手
仕
上
げ
は
か

な
り
の
熟
練
を
要
す
技
術

で
、
カ
ラ
ー
写
真
は
街
の
D

P
屋
さ
ん
に
出
す
も
の
で
あ

り
、
白
黒
フ
ィ
ル
ム
で
さ
え

も
、
高
校
の
写
真
部
に
入
る

よ
う
な
人
や
一
部
の
愛
好
家

は
別
に
し
て
、
黒
魔
術
と
は

い
わ
な
い
ま
で
も
そ
れ
な
り

の
腕
と
慣
れ
が
必
要
で
、
一

種
の
伝
統
工
芸
に
近
い
手
の

込
ん
だ
作
業
で
あ
っ
た
。
そ

れ
が
今
や
モ
ニ
タ
ー
上
や
カ

メ
ラ
の
設
定
で
い
か
よ
う
に

も
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
文
明
の
進
化
に
は
違
い
な

い
が
、　

年
く
ら
い
前
は
カ

50

ラ
ー
写
真
が
非
常
に
高
価

で
、
素
人
が
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル

ム
を
使
う
こ
と
は
そ
れ
な
り

の
経
済
的
な
冒
険
で
あ
っ

た
。
今
で
は
そ
の
逆
の
揺
り

戻
し
と
い
う
か
、
あ
え
て
白

黒
写
真
に
挑
戦
と
い
う
動
き

が
若
い
人
に
見
ら
れ
、
ア
ナ

ロ
グ
の
L
P
レ
コ
ー
ド
の
再

生
産
と
い
う
話
で
は
な
い

が
、
流
行
り
と
い
う
も
の
は

循
環
す
る
も
の
だ
と
つ
く
づ

く
思
う
。

　

と
こ
ろ
で
毎
夏
の
終
戦
記

念
日
に
感
じ
る
こ
と
に
、
終

戦
の
日
の
青
空
も
、
今
年
の

酷
暑
の
空
も
同
じ
く
深
い
紺

碧
の
青
で
あ
っ
た
は
ず
だ

が
、
古
ぼ
け
た
ピ
ン
ト
の
悪

い
戦
前
の
親
世
代
の
写
真
を

見
慣
れ
た
せ
い
か
、
昔
の
青

空
は
な
ぜ
か
灰
色
っ
ぽ
く
感

じ
て
し
ま
い
、
同
じ
空
で
も

色
彩
の
再
現
が
容
易
に
イ

メ
ー
ジ
で
き
な
い
。
こ
れ
は

自
分
の
想
像
力
の
欠
如
が
大

き
く
、
ま
た
た
だ
の
思
い
込

み
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
さ
ら

に
感
色
性
が
悪
い
昔
の
感
材

は
、
人
の
顔
が
浅
黒
く
写
る

と
い
っ
た
仕
上
が
り
に
な
る

こ
と
も
多
く
、
ど
こ
か
ぼ
や

け
た
写
真
の
結
像
力
の
甘
さ

が
、
そ
の
辺
に
輪
を
か
け
て

い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

こ
の
古
い
映
像
に
色
が
着

け
ら
れ
な
い
か
と
い
う
難
問

に
立
ち
向
か
っ
た
の
が
N
H

K
の
番
組
制
作
陣
で
、
2
0

1
5
年　

月
に
N
H
K
ス
ペ

10

シ
ャ
ル
と
し
て
放
送
さ
れ
た

番
組
で
、
戦
前
か
ら
戦
後
の

モ
ノ
ク
ロ
映
像
が
見
事
に
カ

ラ
ー
化
さ
れ
て
お
り
、
同
じ

風
景
が
ど
う
に
も
今
と
同
じ

に
は
見
え
な
い
と
い
う
疑
問

に
見
事
に
応
え
て
く
れ
た
。

歴
史
学
者
の
一
部
に
は
、
根

拠
が
不
明
確
な
ま
ま
色
彩
を

決
定
し
て
し
ま
う
カ
ラ
ー
化

は
真
実
を
歪
曲
す
る
の
で
は

と
い
う
否
定
的
意
見
も
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
の

技
術
協
力
を
仰
い
だ
と
は
い

え
、
技
術
の
進
化
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
る
。
白
黒

の
グ
レ
ー
の
階
調
か
ら
あ
る

程
度
推
測
が
で
き
る
と
し
て

も
、
本
当
に
そ
の
色
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
、
実
は
当
時

に
見
た
人
だ
け
し
か
わ
か
ら

な
い
と
い
う
、
物
理
的
変
換

で
は
不
可
能
な
部
分
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
個
人
の
服
の

色
な
ど
の
一
般
性
が
な
い
事

物
は
証
言
か
記
憶
し
か
頼
る

　

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
は
、
9
月　

日
「
東
西

21

計
コ
ン
合
同
研
修
見
学
会
」

を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
当
協

会
と
大
阪
計
量
器
連
合
会
が

1
年
毎
に
幹
事
を
担
当
し
会

員
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深

め
る
た
め
の
行
事
で
今
年
は

東
京
が
幹
事
と
な
り
企
画
し

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨

と
な
っ
た
が
、
東
京
か
ら　
16

名
、
大
阪
か
ら
4
名
合
計　
20

名
の
参
加
と
な
っ
た
。
今
回

は
、
茨
城
県
の
筑
波
研
究
学

園
都
市
を
訪
ね
3
カ
所
の
研

究
施
設
を
見
学
し
た
。
筑
波

研
究
学
園
都
市
の
各
施
設
の

見
学
は
、
一
般
公
開
日
を
除

け
ば
半
年
か
ら
3
カ
月
前
の

事
前
予
約
が
必
要
だ
が
、
今

回
の
見
学
は
茨
城
県
科
学
技

術
振
興
財
団
の
つ
く
ば
サ
イ

エ
ン
ス
ツ
ア
ー
推
進
課
を
通

し
て
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
立
案

し
て
頂
き
開
催
に
こ
ぎ
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

筑
波
研
究
学
園
都
市
は
、

つ
く
ば
市
の
中
央
部
の
約
2

7
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
「
研

究
学
園
地
区
」
と
し
て
開
発

し
、
国
の
試
験
研
究
・
教
育

施
設
や
商
業
・
業
務
施
設
、

住
宅
施
設
等
を
計
画
的
に
配

置
し
て
い
る
。

　

今
回
、
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
訪
れ
る
の
は
「
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
」

（
K
E
K
）「
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
筑
波
宇
宙
セ
ン

タ
ー
」（
J
A
X
A
）「
気
象

研
究
所
」（
M
R
I
）
の
3
施

設
を
選
択
し
た
。

　

一
行
は
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
（
T
X
）
つ
く
ば
駅
に

集
合
し
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て

1
カ
所
目
の
K
E
K
に
向

か
っ
た
。
K
E
K
は
宇
宙
の

起
源
と
も
な
る
物
質
を
構
成

す
る
原
子
核
や
電
子
、陽
子
、

中
性
子
と
い
っ
た
素
粒
子
、

原
子
核
の
研
究
に
携
わ
っ
て

お
り
、
基
礎
科
学
の
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
地

下
に
埋
設
さ
れ
た
総
延
長
3

　

の
円
形
加
速
器
を
使
い
電

km子
と
陽
電
子
を
ほ
ぼ
光
速
に

ま
で
加
速
さ
せ
正
面
衝
突
さ

せ
る
こ
と
で
、
発
生
す
る
B

中
間
子
の
崩
壊
を
、
高
さ
8

m
重
さ
約
1
4
0
0
t
に
お

よ
び
巨
大
な
B
e
l
l
e
Ⅱ

測
定
器
で
調
べ
て
い
る
。

　

こ
の
実
験
で
、
小
林
誠
・

増
川
敏
英
博
士
の
理
論
を
実

証
し
、
両
博
士
の
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
の
受
賞
に
貢
献
し

た
。
一
行
は
D
V
D
で
研
究

所
の
主
な
活
動
や
成
果
を
視

聴
し
、そ
の
後
所
内
に
入
り
、

巨
大
な
S
u
p
e
r
K
E
K

B
加
速
器
等
を
見
学
し
た
。

　

次
い
で
一
行
は
、
J
A
X

A
に
移
動
。
受
付
で
本
人
確

認
を
終
え
所
内
に
入
る
。
現

在
、
宇
宙
で
運
用
中
の
「
き

ぼ
う
」
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
I
S
S
）
の
地
上

管
制
室
や
日
本
実
験
棟
の
実

物
大
モ
デ
ル
、
宇
宙
飛
行
士

養
成
エ
リ
ア
等
を
見
学
。
展

示
館
「
ス
ペ
ー
ス
ド
ー
ム
」

で
は
実
物
大
の
人
工
衛
星
や

本
物
の
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン

等
の
展
示
を
見
学
し
昼
食
会

場
に
向
か
っ
た
。
昼
食
は
、

う
ま
い
も
ん
処
筑
波
店
に

て
、
限
定
ラ
ン
チ
の
「
う
ま

い
も
ん
処
御
膳
」
を
堪
能
し

た
。

　

最
後
の
見
学
場
所
、
気
象

研
究
所
で
は
D
V
D
の
視
聴

後
、
所
内
設
置
の
ス
ー
パ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

室
を
見
学
。
こ
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
は
仮
想
の
地
球

（
陸
・
海
・
大
気
）
を
作
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
物
理
計
算
式
に

基
づ
い
て
将
来
の
予
測
や
過

去
の
再
現
実
験
を
お
こ
な
う

目
的
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
計
算
能
力
は
1
・
2
6

8
ペ
タ
フ
ロ
ッ
プ
ス
（
1
秒

間
に
1
2
6
8
兆
回
の
計
算

が
可
能
）
も
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
台
風
や
、
集
中
豪
雨
、

地
震
津
波
、
火
山
等
に
よ
る

災
害
の
軽
減
や
、
地
球
温
暖

化
、
環
境
変
動
の
解
明
に
向

け
た
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
ち
な
み
に
運
用
の
電
気

代
は
1
年
間
で
約
2
億
円
と

の
こ
と
だ
が
、
地
球
規
模
の

異
常
気
象
の
原
因
究
明
や
災

害
防
止
に
役
立
つ
の
で
あ
れ

ば
必
要
な
経
費
だ
と
感
じ

た
。

　

一
行
は
小
雨
が
降
り
続
く

中
、
屋
外
の
研
究
施
設
や
、

露
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
各

種
観
測
装
置
の
見
学
を
お
こ

な
い
気
象
研
を
後
に
し
た
。

　

そ
の
後
一
行
は
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
（
T
X
）
に
て

秋
葉
原
に
出
て
、
神
田
駅
ま

で
移
動
。
中
華
料
理
の
「
東

園
」に
て
懇
親
会
を
開
催
し
、

予
定
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
親

睦
を
深
め
た
。
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見学先施設の写真

全
紙
面　

月
の
Ｉ
Ｄ
と
Ｐ
Ｗ

10

Ｉ
Ｄ
：
5
1
3
9

Ｐ
Ｗ
：
t
f
m
b
t
8
a
d

と
う
き
ょ
う
の
計
量 
2
6
3
号
の
つ
づ
き

東
西
計
コ
ン
合
同
研
修
見
学
会

筑
波
研
究
学
園
都
市
で
9
月　

日
実
施

21

集合写真

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」は
隔
月（
偶
数
月
）に

発
行
し
、東
京
都
計
量
協
会
の

会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご

意
見
・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各

部
会
等
の
動
き
な
ど
是
非
お

寄
せ
下
さ
る
よ
う
、
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】
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